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　みなさん、こんにちは。新年早々、平野部でも雪がつもり、ちょっとだけ北国の気分を

味わうことができたのではないでしょうか。

　さて、今回は、光熱費節約のためのちょっとしたテクニックと、八代市の家庭から出る

ごみの状況についてお伝えしたいと思います。

冬の野鳥観察会のお知らせ

　球磨川河口に飛来する渡り鳥をはじめ、野鳥の観察を通して球磨川及び八代海という身近な

自然環境の素晴らしさを知っていただくことを目的に、冬の野鳥観察会を開催いたします。皆

様の御参加をお待ちしております。

１．開催日時：平成２２年２月１３日（土）１３：００～１５：００

　　　　　　　（※１２時５０分までに鼠蔵町研修所に集合）

２．観察場所：球磨川河口右岸堤防沿い（鼠蔵町）

３．内　　容：球磨川河口に飛来する野鳥についての学習及び観察

４．講　　師：八代野鳥愛好会 高野 茂樹 会長

５．そ の 他：参加費は無料です。

　　　　　　　参加を希望される場合は、環境課（３３－４１１４）まで連絡をお願いします。

　　　　　　　各自、防寒対策をお願いします。

（オオズグロカモメ）

電子カーペット・こたつ編

　「電子カーペット」や「こたつ敷き」の下に

保温シート（新聞紙や厚手のレジャーシート

でも効果あり）などを敷くと、床に逃げる熱

が少なくなり、低い温度設定でも、十分な効

果が得られます。 

　温度調節の「強」と「中」では消費電力量

は約２０～３０％も違います。こまめに温度

調節を行い、必要のないときは切りましょう。

　
エアコン編

　エアコンの性能を発揮するためには、フィ

ルターなどのお手入れが重要です。冬は空気

が乾燥しており、空気中にほこりなどが漂い

やすくなっています。フィルターはこまめに

チェックしましょう。

健康づくり編

　究極の省エネは、暖房

器具を消して、外に出る

ことです。天気のいい休

日などは、散歩や軽い運

動などを行ってみてはい

かがでしょう。

照明編

　照明器具も消費電力が多いものの一つです。

夜が長い冬の時期は消費電力も増えてしまいま

す。いまは、電球型の蛍光灯やＬＥＤ照明など、

消費電力が少なく、長寿命なものが売られてい

ます。長い目で見れば、お得になりますので、

買換えの際などには検討してみましょう。



来月は３月７日 (日 )が『やつしろ環境の日です！』
 　八代市では、毎月第 1日曜日を『やつしろ環境の日』、『やつしろ健康の日』としています。

地球が喜ぶ生活をおくること (ＣＯ ダイエット )は、私たちの体も喜ぶ生活（体重ダイエット）

につながります。環境のこと、健康のことを考えた生活を楽しんでいきたいものですね・・・。

 

  

 

 

 

※どちらの品目も汚れている場合は、その部分を軽く洗い、乾かして出してください。
汚れがひどいものは燃えるごみに出してください。

分別品目の中でお問い合わせがとても多い「紙製容器包装」と「プラスチック製容器包装」につ

いて説明します。きちんと分別することで、燃えるごみの減量にご協力ください。

① 市では年間約 3 万６千トンの燃えるごみを焼却処分しています。

② 燃えるごみの中に、生ごみが３６．８％を占めています。 

③ 燃えるごみの中に資源物が 30％以上混入しています。

 

※ シール類、金具類は全て取り外す。

≪不可≫金具がついた紙、汚れが
ついた紙、濡れている紙など

お菓子、食品、タバコ、ティッシュペーパー、 

市販薬、日用雑貨品などの商品を入れるた 

めの包装用の箱包装紙、紙袋、紙コップなど 

しばって出す

レジ袋などのビニール袋 
お菓子や冷凍食品の袋 

日用品などが入っていた袋 

商品が巻いてあったラップ類 

発泡スチロール、汚れている物 
≪不可≫中身が入っている物 

※包装類は飛散防止のため、レジ袋やビニール袋に

まとめて入れた後、結ばないで、出してください。

【 包装類 】

紙製の容器と包装 プラスチック製の容器と包装

有色のトレイや卵の容器、 
弁当、豆腐、カップ麺の容器 
シャンプーなどのボトル容器など

【 容器類 】

このマークが目印 

紙製品にリサイクルしています。 

このマークが目印 

主に輸送用のパレットなどのプラ製品や
製鉄所の燃料などにリサイクルしています。

≪資源の日をご活用ください。≫

≪前回（その１）のおさらい≫

※リサイクル推進協力店（ジャスコ八代店、ゆめタウン八代）でも、月に１・２回、古紙の
回収を行っています。資源の日に古紙類が出せなかった場合などにご活用ください。

お問合せ先：廃棄物対策課　３４－１９９７

お問合せ先：清掃センター　３２－４６７５

※軽く洗って出してください。

２
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